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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被血圧測定者ごとに血圧特徴量に関連する管理目標値を設定する管理目標値設定部と、
　前記管理目標値に応じた前記被血圧測定者の生活習慣における複数の改善目標を算出す
る改善目標部と、
　前記改善目標のうちの少なくとも１つに対応する前記管理目標値の達成を予測するため
の、時刻ごとの目標降圧値を示す時間推移データに応じた曲線状の目標降圧線を前記被血
圧測定者ごとに設定する推定部と、
　前記被血圧測定者から時系列的に得られる血圧の実績降圧値が前記目標降圧線による目
標降圧値から乖離していることを検知する検知部と、
　前記乖離が検知されたとき、前記被血圧測定者に通知を行う通信部と、
を備える情報処理装置。
【請求項２】
　前記通信部は、さらに、前記目標降圧値と前記被血圧測定者から時系列的に得られる血
圧の実績降圧値を含む血圧情報と、複数の前記被血圧測定者から得られた実測された血圧
値の散布範囲情報と、を併せた画像情報を前記被血圧測定者に通知する、請求項１に記載
の情報処理装置。
【請求項３】
　前記検知部は、さらに、前記目標降圧線から得られる前記目標降圧値と、前記被血圧測
定者から時系列的に得られる血圧の実績降圧値とを比較して、前記実績降圧値と前記目標
降圧線とが乖離する差を求め、予め設定された閾値に対して前記差が前記閾値を超えてい
る場合には、乖離の発生を検知し、前記通信部は、さらに、前記乖離の発生に該当する被
血圧測定者の端末機器及び、管理者端末に乖離の発生を告知し、前記血圧の管理の再設定
の有無を示唆する、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記推定部は、
　改善の変化の度合いの時系列的な予測する数理モデルとして、
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　Δｙ＝ｆ（Δｘ，ｔ｜ＺＡ，ＺＬ）　　　…（１）
　但し、Δｙ：血圧改善効果、Δｘ：生活習慣改善量、t：生活習慣改善の経過日数(日)
、ＺＡ：層別する属性因子、ＺＬ：層別する生活習慣、を用い、
　ここで、Δｙは、平均血圧(mmHg)、近しい時刻に測定される血圧のばらつき(mmHg)、朝
と晩の血圧差(mmHg)、夜間血圧(mmHg)、サージ血圧回数(回/晩)のうちの少なくとも一つ
を含み、Δｘは、体重の減量(kg)、歩行運動の歩数(歩/日)、運動量(Ex/日)、睡眠時間(
分/日) のうちの少なくとも一つを含み、ＺＡは、性別、年齢、塩分感受性、気温感受性
のうちの少なくとも一つを含み、ＺＬは、体重、運動量、睡眠時間のうちの少なくとも一
つを含む、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記乖離の発生を検知した際に、改善の変化の度合いが予測よりも低く、改善項目に対
する改善行為を継続しても、前記実績降圧値の改善進捗が前記目標降圧線による目標降圧
値に復帰できないと判定された際に、該判定の時の血圧の実績降圧値を原点として前記管
理目標値を維持し、新たな目標降圧線を設定する前記血圧の管理の再設定を行う再設定部
をさらに備える、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　被血圧測定者ごとに血圧特徴量に関連する管理目標値を設定する管理目標値設定過程と
、
　前記管理目標値に応じた前記被血圧測定者の生活習慣における複数の改善目標を算出す
る改善目標過程と、
　前記改善目標のうちの少なくとも１つに対応する前記管理目標値の達成を予測するため
の、時刻ごとの目標降圧値を示す時間推移データに応じた曲線状の目標降圧線を前記被血
圧測定者ごとに設定する推定過程と、
　前記被血圧測定者から時系列的に得られる血圧の実績降圧値が前記目標降圧線の値から
乖離していることを検知する検知過程と、
　前記乖離が検知されたとき、前記被血圧測定者に通知を行う通信過程と、
を備えた、情報処理方法。
【請求項７】
　前記情報処理方法において、
　さらに、前記目標降圧線から得られる目標降圧値と、前記被血圧測定者から時系列的に
得られる血圧の実績降圧値とを比較して、前記実績降圧値と前記目標降圧線とが乖離する
差を求め、予め設定された閾値に対して前記差が前記閾値を超えている場合には、乖離の
発生を検知し、
　さらに、前記乖離の発生に該当する被血圧測定者の端末機器及び、管理者端末に前記乖
離の発生を告知し、前記血圧の管理の再設定の有無を示唆する、請求項６に記載の情報処
理方法。
【請求項８】
　前記情報処理方法において、
　前記乖離の発生を検知した際に、改善の変化の度合いが予測よりも低く、改善項目に対
する改善行為を継続しても、前記実績降圧値の改善進捗が前記目標降圧線による目標降圧
値に復帰できないと判定された際に、該判定の時の血圧の実績降圧値を原点として前記管
理目標値を維持し、新たな目標降圧線を設定する前記血圧の管理の再設定を行う請求項６
に記載の情報処理方法。
【請求項９】
　コンピュータに、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の各部として機能させるための
プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明の第１の態様の情報処理装置は、被血圧測定者ごと
に血圧特徴量に関連する管理目標値を設定する管理目標値設定部と、前記管理目標値に応
じた前記被血圧測定者の生活習慣における複数の改善目標を算出する改善目標部と、前記
改善目標のうちの少なくとも１つに対応する前記管理目標値の達成を予測するための、時
刻ごとの目標降圧値を示す時間推移データに応じた曲線状の目標降圧線を前記被血圧測定
者ごとに設定する推定部と、前記被血圧測定者から時系列的に得られる血圧の実績降圧値
が前記目標降圧線による目標降圧値から乖離していることを検知する検知部と、前記乖離
が検知されたとき、前記被血圧測定者に通知を行う通信部と、を備える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の第５の態様の情報処理装置は、前記乖離の発生を検知した際に、改善の変化の
度合いが予測よりも低く、改善項目に対する改善行為を継続しても、前記実績降圧値の改
善進捗が前記目標降圧線による目標降圧値に復帰できないと判定された際に、該判定の時
の血圧の実績降圧値を原点として前記管理目標値を維持し、新たな目標降圧線を設定する
前記血圧の管理の再設定を行う再設定部をさらに備える。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の第６の態様の情報処理方法は、被血圧測定者ごとに血圧特徴量に関連する管理
目標値を設定する管理目標値設定過程と、前記管理目標値に応じた前記被血圧測定者の生
活習慣における複数の改善目標を算出する改善目標過程と、前記改善目標のうちの少なく
とも１つに対応する前記管理目標値の達成を予測するための、時刻ごとの目標降圧値を示
す時間推移データに応じた曲線状の目標降圧線を前記被血圧測定者ごとに設定する推定過
程と、前記被血圧測定者から時系列的に得られる血圧の実績降圧値が前記目標降圧線の値
から乖離していることを検知する検知過程と、前記乖離が検知されたとき、前記被血圧測
定者に通知を行う通信過程と、を備える。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の第７の態様の情報処理方法は、さらに、前記目標降圧線から得られる目標降圧
値と、前記被血圧測定者から時系列的に得られる血圧の実績降圧値とを比較して、前記実
績降圧値と前記目標降圧線とが乖離する差を求め、予め設定された閾値に対して前記差が
前記閾値を超えている場合には、乖離の発生を検知し、さらに、前記乖離の発生に該当す
る被血圧測定者の端末機器及び、管理者端末に前記乖離の発生を告知し、前記血圧の管理
の再設定の有無を示唆する。　
　本発明の第８の態様の情報処理方法は、前記乖離の発生を検知した際に、改善の変化の
度合いが予測よりも低く、改善項目に対する改善行為を継続しても、前記実績降圧値の改
善進捗が前記目標降圧線による目標降圧値に復帰できないと判定された際に、該判定の時
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の血圧の実績降圧値を原点として前記管理目標値を維持し、新たな目標降圧線を設定する
前記血圧の管理の再設定を行う。
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摘要(译)

问题得以解决血压管理是根据统一指数或控制目标值来判断的，关于血
压抑制的进展状态，而不考虑测量血压的个体的身体差异和生活习惯。 
信息处理装置和信息处理方法根据要测量血压的每个人的血压指数设定
管理目标值，预测并设定目标降压线，将血压设定为管理目标值为了实
现血压测定者的生活习惯的改善项目，进行改善行为。通过网络测量包
括血压信息的图像信息，该血压信息包括从目标压降线获得的目标压降
值和​​血压的实际压降值以及通过实际测量多个血压测量人员获得的血压
值的散射范围信息以测量血压在人的终端设备上。 点域
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